
(1) 第78号 令和４年９月１日拓北・あいの里

し
、
「
マ
ス
ク
着
用
」
「
手
指

消
毒
」
「
三
密
防
止
」
「
換

気
」
等
の
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
の
上
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
近
藤
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
令
和
３
年
12
月
に
新
た

に
連
町
・
社
協
・
民
児
協
の
三

者
連
携
に
よ
る
「
見
守
り
推
進

会
議
」
を
立
ち
上
げ
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
真
鍋
俊
彦

氏(

ひ
ま
わ
り
団
地
東
町
内
会

会
長)

を
選
任
し
て
審
議
に
入

り
、
前
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
及
び
本
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
承
認
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

引
き
続
き
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
長
尾
由
紀
子
氏

(

新
任)

、
副
会
長
に
は
大
坂
登

氏(

再
任)

及
び
渡
邉
寛
氏(

新

任)

の
計
３
名
が
選
出
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
定
期
総
会
が
、
５
月
21
日

(

土)

15
時
か
ら
拓
北
・
あ
い
の

里
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
委

任
状
を
含
む
47
町
内
会
の
代
表

と
役
員
の
総
数
54
名
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
、
「
書
面
表
決
」

に
よ
る
総
会
が
続
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
全
席
を
指
定
席
と

広　報

題字　伊　藤　　　昭

令和４年度定期総会の様子

ま
す
。
微
力
な
が
ら
51
町
内
会

の
地
域
の
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
皆
様
と
と
も
に
地

域
の
為
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
重
責
に
戸
惑
い
は
あ
り

ま
す
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選

出
さ
れ
た
新
体
制
役
員
の
皆
様

と
心
を
一
つ
に
し
、
報
・
連
・

相
を
大
切
に
、
安
全
・
安
心
な

福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
、
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

北
区
11
連
合
町
内
会
の
中
で

一
番
最
後
に
誕
生
し
た
歴
史
の

浅
い
ま
ち
、
拓
北
・
あ
い
の
里

地
区
で
す
。
先
輩
が
今
ま
で
築

い
て
来
ら
れ
た
良
い
と
こ
ろ
を

継
承
し
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
課

題
や
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
な
ど

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
の
「
イ
メ
ー
ジ

フ
レ
ー
ズ
」
は
、
そ
の
ま
ま
継

承
し
ま
す
。

人
と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く

支
え
合
う
ま
ち

　
　
　
拓
北
・
あ
い
の
里

「
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の

　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
」

1

地
域
の
声
を
大
切
に
し
た

５
月
21
日(

土)

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
に
細
心
の
注
意
と
配
慮
を

し
な
が
ら
３
年
ぶ
り
に
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
期
と
重

な
り
、
不
肖
な
が
ら
私
が
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
柳
森
会
長
そ
し
て
山
田

会
長
、
松
井
会
長
、
近
藤
会
長

と
歴
代
会
長
の
永
き
に
わ
た
る

多
大
な
ご
活
躍
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
、
ま
た
ご
指
導
い

た
だ
い
た
数
々
を
地
域
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り

ま
ち
づ
く
り

2

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

障
が
い
の
あ
る
人
に
も
無

い
人
に
も
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

3

緊
急
時
の
危
機
管
理
と
避

難
体
制
に
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り

4

拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ

ま
わ
り
隊
を
軸
に
自
主
防

犯
意
識
の
高
い
ま
ち
づ
く

り

5

交
通
安
全
と
住
民
の
健
康

に
関
わ
る
ま
ち
づ
く
り

6

地
域
の
諸
団
体
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
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第78号 (2)令和４年９月１日 拓北・あいの里

令
和
４
年
度
各
部
事
業
計
画

１
．
基
本
方
針

  

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
フ

レ
ー
ズ
「
人
と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く

支
え
合
う
ま
ち

拓
北
・
あ
い
の
里
」
の
熟
成
を
め

ざ
し
た
活
動
を
推
進
す
る
。
⑴

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
る
。
⑵
各
町
内
会
・
自
治

会
と
の
情
報
交
流
に
努
め
る
。

⑶
地
域
諸
団
体
と
の
連
携
を
保

ち
、
行
事
等
に
も
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
。
⑷
北
区
土
木
セ
ン

タ
ー
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
密
に
し
、
適
時
的
確
な
除

排
雪
の
実
施
に
努
め
る
。
⑸
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
地
域
の

諸
課
題
の
把
握
に
努
め
、
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
図
っ
て
解

決
に
努
め
る
。

２
．
各
部
事
業
計
画
の
概
要

総
務
部  

①
会
議
等
の
企
画
運

営
に
あ
た
り
各
部
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
、
諸
事
業
の
推
進
に

努
め
る
。
②
各
町
内
会
と
連
携

を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
。
③
町
内
会

長
一
泊
研
修
会
・
単
位
町
内
会

長
会
議
の
充
実
に
努
め
る
。【
一

泊
研
修
は
中
止
】
④
地
域
の
諸

課
題
を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
各
町
内
会
な
ど
と
連

携
し
て
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執

行
と
管
理
に
努
め
る
。

広
報
部  

①
広
報
誌
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
年
３
回
【
今
年
度

は
２
回
】
発
行
し
地
域
情
報
の

提
供
に
努
め
る
。

社
会
部  

①
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
く
参
加
で
き
る
体

育
的
行
事
を
実
施
し
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
努
め
る
。「
み
ん

な
で
歩
こ
う
会
」
を
企
画
・
実

施
す
る
。
②
国
・
道
・
市
等
の
各

種
機
関
・
団
体
が
実
施
す
る
社

会
部
に
関
連
す
る
事
業
の
情
報

収
集
に
努
め
る
。
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
等
の
社
会
部

に
関
連
す
る
事
業
の
全
国
的
・

全
道
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
収
集
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
参
加
を
検
討
す
る
。

福
祉
部  

①
拓
北
・
あ
い
の
里

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を

保
ち
、
諸
事
業
の
推
進
に
努
め

る
。
②
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援
・
協
力
を
図
る
。

環
境
部  

①
ご
み
の
減
量
推
進

に
努
め
る
。
市
と
ク
リ
ー
ン
さ
っ

ぽ
ろ
衛
生
推
進
協
議
会
と
連
携

し
啓
蒙
活
動
を
行
う
。
②
環
境

美
化
推
進(

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
浄
化)

に
努
め
る
。
③
ク

リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ(

出
前
講

座)

の
実
施
。
ミ
エ
ー
ル
号
の
展

示(

ス
ケ
ル
ト
ン
型
ご
み
収
集

車)

。
④
地
区
樹
林
維
持
計
画
の

推
進
に
努
め
る
。

防
災
部  

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の

防
災
訓
練
実
施
に
伴
う
助
成
を

す
る
。
②
防
災
通
信
を
発
行
す

る
。
③
防
災
組
織
未
結
成
町
内

会
に
対
す
る
防
災
組
織
結
成
支

援
を
行
う
。

防
犯
部  

①
連
合
町
内
会
防
犯

部
会
の
定
期
的
な
開
催
を
進
め

る
。
②
拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ

ま
わ
り
隊
と
の
協
力
連
携
に
努

め
る
。
③
犯
罪
発
生
状
況
の
情

報
収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

交
通
部  

①
関
係
諸
団
体
と
交

流
を
図
り
街
頭
啓
発
を
実
施

し
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

安
全
確
保
に
努
め
る
。
②
各
町

内
会
に
交
通
安
全
旗
を
配
布

し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
。

女
性
部  

①
各
種
検
診
や
研
修

会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
②
他
地
域
と
の
相
互
交
流

及
び
地
域
の
関
係
諸
団
体
行
事

へ
の
参
加
と
協
力
に
努
め
る
。

５
月
21
日
（
土)

、
連
町
総

会
を
前
に
、
札
幌
市
佐
々
木
美

香
子
北
区
長
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
、
地
区
セ
ン
タ
ー
二
階
集

会
室
に
お
い
て
「
永
年
勤
続
者

表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
該
当
者
は
５
名
。

そ
れ
ぞ
れ
佐
々
木
北
区
長
・
近

藤
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
大
坂
登
氏
が
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

通
り
で
す
。

◇
市
長
表
彰

大
坂

登
氏

髙
崎
正
則
氏

◇
区
長
表
彰

三
谷
英
男
氏

藤
井
弘
志
氏

◇
連
町
会
長
表
彰

斉
藤
和
歌
子
氏

札幌市北区長による表彰状授与

受賞者全員で記念撮影

永
年
勤
続
者
表
彰

５
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た



(3) 第78号 令和４年９月１日拓北・あいの里

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 2,306,433 3,096,244 789,811

会　　　　　　費 1,522,820 1,522,820 0 51町内会

助 成 金 ・ 交 付 金 3,955,770 4,064,220 108,450

連合町内会助成金 1,261,400 1,261,400 0 世帯割、均等割

単位町内会助成金 2,492,820 2,492,820 0 世帯割、基準割

特別事業助成金 150,000 250,000 100,000 まちづくり活動（広報・防災・雪中運動会）ほか

日 赤 等 助 成 金 51,550 60,000 8,450 日赤、健康を守る集い活動費ほか

雑　　 収 　　入 162,988 121,716 △ 41,272

広 　  告  　 料 80,000 120,000 40,000 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 82,988 1,716 △ 81,272 預金利息ほか

収 　 入 　 合 　 計 7,948,011 8,805,000 856,989

令和４年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 70,300 200,000 129,700 市、区、外部団体、諸会議費ほか

事 務 管 理 費 273,017 270,000 △ 3,017 封筒、切手、用紙、事務用品、トナー代ほか

渉 外 費 175,213 400,000 224,787 各種団体総会、行事、会議ほか

事 業 費 1,183,475 1,940,000 756,525

役 員 活 動 費 290,000 290,000 0 連町役員活動費

総 務 部 活 動 費 130,542 300,000 169,458 総会、交流会、一泊研修、諸会議室使用料ほか

環 境 部 活 動 費 7,747 70,000 62,253 クリーンさっぽろ研修会・樹木検討委員会ほか

防 犯 部 活 動 費 23,515 30,000 6,485 防犯活動ほか

防 災 部 活 動 費 132,995 200,000 67,005 防災訓練・研修会ほか

交 通 部 活 動 費 163,414 170,000 6,586 交通安全活動、安全旗作成と配布ほか

社 会 部 活 動 費 8,252 40,000 31,748 みんなで歩こう会開催経費ほか

福 祉 部 活 動 費 22,412 100,000 77,588 福祉見守り事例集作成費・福祉活動ほか

広 報 部 活 動 費 392,370 560,000 167,630 広報誌年３回発行 ほか

女 性 部 活 動 費 12,228 180,000 167,772 健康を守るつどい、北区連協、各種研修会参加ほか

まちづくり等　対策費 24,715 100,000 75,285 まちづくり対策費ほか

慶 弔 費 30,750 100,000 69,250 香典・お見舞い　ほか

助 成 金 ・ 協 賛 金 390,000 530,000 140,000 地域諸団体助成金・協賛金ほか

単位町内会助成金 2,492,820 2,492,820 0 世帯割、基準割

負 担 金 140,047 230,000 89,953 北区社協、防火委員会、防犯協会、道町連年会費ほか

雑 費 71,430 12,180 △ 59,250 振込手数料ほか

予 備 費 0 2,530,000 2,530,000

支 出 合 計 4,851,767 8,805,000 3,953,233

次 期 繰 越 金 3,096,244 0

総 計 7,948,011 8,805,000 856,989

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和４年４月１日
至　令和５年３月31日
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顧　
　
　

問　
　

伊
藤　
　

昭
（
興
産
社
）

　
　

〃　
　
　
　

松
井

正
彦
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

相

談

役　
　

近
藤

幸
一
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

会　
　
　

長　
　

長
尾
由
紀
子
（
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

副

会

長　
　

大
坂　
　

登
（
ひ
ま
わ
り
団
地
中
央
）

　
　

〃　
　
　
　

渡
邉　
　

寛
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

総
務
部
長　
　

柴
田　
　

登
（
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

総
務
担
当
部
長   

佐
藤

信
幸
（
あ
い
の
里
３
条
10
丁
目)

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
（
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

広
報
部
長　
　

三
谷

英
男
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

社
会
部
長　
　

五
十
嵐
淳
一
（
あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ
）

福
祉
部
長　
　

髙
崎

正
則
（
あ
い
の
里
３
条
３
丁
目
）

環
境
部
長　
　

木
村　
　

聡
（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
）

防
犯
部
長　
　

小
野

爵
冝
（
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目
）

防
災
部
長　
　

新
田

義
廣
（
拓
北
１
条
）

交
通
部
長　
　

中
辻　
　

博
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

女
性
部
長　
　

梅
木

輝
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
東
）

女
性
部
副
部
長

住
友

節
子
（
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

米
山

房
子
（
あ
い
の
里
４
条
６
丁
目
）

女
性
部
部
員　
　

水
田

祐
子
（
あ
い
の
里
中
央
）

　
　

〃　
　
　
　

石
塚
カ
ズ
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

監　
　
　

事　
　

鈴
木
日
出
夫
（
あ
い
の
里
４
条
２
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

菊
池

健
一
（
興
産
社
）

拓
北･

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
役
員

去
る
７
月
５
日(

火)

、
カ
ナ

モ
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
45
回

札
幌
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
席
上
各
種
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
地

区
か
ら
長
尾
由
紀
子
連
町
会
長

(

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
副
会
長)

が
『
社
会
福
祉

功
労
者
表
彰(

民
生
委
員
児
童

委
員)

』
を
受
賞
さ
れ
、
秋
元

札
幌
市
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
後
、
長
尾
会
長
は
受
賞

者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
ち
、

感
謝
の
言
葉
と
今
後
の
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
尾
会
長
に
は
、
今
後
も
民

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
高
齢

福
祉
・
障
が
い
福
祉
の
推
進
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
向

け
、
一
層
の
ご
活
躍
を
と
願
っ

て
い
ま
す
。

札幌市長から表彰状を授与される長尾会長

受賞者を代表し挨拶する長尾会長

令和４年度　拓北・あいの里連合町内会　役員一同

令
和
４
年
度

連
町
長
尾
由
紀
子
会
長
が

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
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坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

佐
藤

孝
之　
　
　

こ
ぶ
し

新
田

義
廣　
　
　

拓
北
１
条　
　
　
　
　

防
災
部
長

井
田

征
博

新

拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

永
田

隆
一

新

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス

武
田
喜
市
郎　
　
　

拓
北
大
野
地

三
浦

政
利　
　
　

拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　

広
報
部
長

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央

副
会
長　
　

白
戸

範
洋

新

ひ
ま
わ
り
団
地
南

加
谷

光
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一　
　
　

興
産
社　
　
　
　
　
　

監
事　
　
　

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す

会
長
代
理

佐
々
木
英
郷

新

市
営
住
宅
拓
北
団
地

後
藤

秋
正

新

あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　
　
　

東　
　

泰
敬

新

あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

武
田

満
夫　
　
　

あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

長
岡

正
一　
　
　

あ
い
の
里
１
条
４
丁
目　
　
　

山
口

照
平

新

あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

高
澤

和
史　
　
　

あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

総
務
部
長

宇
田

忠
正

新

あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

髙
崎

正
則　
　
　

あ
い
の
里
３
条
３
丁
目

福
祉
部
長　
　

横
井

寿
郎

新

あ
い
の
里
西

小
島

郁
也

新

あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目

監
事　
　
　

但
木　
　

茂　
　
　

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

黒
田

信
博

新

あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井

弘
志　
　
　

山
口　
　
　
　
　
　

小
塚

耕
平　
　
　

あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

久
野　
　

実

新

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

茂
木

伸
一　
　
　

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

木
村　
　

聡　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

環
境
部
長

本
間

哲
也　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ｂ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ　
　
　
　
　
　

社
会
部
長

小
笠
原
貴
敏　
　
　

あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　
　

副
会
長

岩
崎

元
光　
　
　

あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

相
良

陽
子　
　
　

中
銀
あ
い
の
里

野
中　
　

宏

新

あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

春
芽

佳
孝

新

あ
い
の
里
３
―
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

斉
藤
和
歌
子　
　
　

あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

中
山

宏
二　
　
　

あ
い
の
里
中
央

勝
毛

孝
志　
　
　

あ
い
の
里
東

松
井

正
彦　
　
　

あ
い
の
里
東
公
園　
　
　
　
　

顧
問

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目　
　
　

総
務
担
当
部
長

高
岡

尚
司

新

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　

会
計
部
長

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

（
令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の

拓
町
協
定
期
総
会
も
書
面
議
決

で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
報
告

事
項
３
件
・
議
案
事
項
２
件
と

も
に
承
認
・
賛
成
多
数
で
全
て

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、

・
連
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
拓

北
部
会
と
の
連
携
・
協
調

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
相
互

理
解
の
促
進

等
、
今
年
度
も
重
点
的
に
取
り

組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

な
が
ら
各
町
内
会(

自
治
会)

活

動
の
情
報
交
流
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
年
度
も
、
本
会
の
基
本
方

針
『
地
域
町
内
会
相
互
の
連
携

と
協
調
及
び
安
心
と
活
力
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
』
に
努
め
て
い
き
た
い
。

︽
役
員
体
制
︾

会　
　

長

大
坂　
　

登

副
会
長

加
谷

光
男

事
務
局
長

三
谷

英
男

事
務
局
次
長

下
舘

繁
良

会　
　

計

真
鍋

俊
彦

監　
　

査

新
田

義
廣

相
談
役

加
藤

明
男

令
和
４
年
度
あ
い
の
里
地
区

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
定
期
総

会
は
令
和
２
年
度
・
３
年
度
に

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
６
月
27
日
締
切
の
書
面
表

決
で
行
わ
れ
、
27
町
内
会
か
ら

提
出
が
あ
り
、
昨
年
度
の
活
動

報
告
・
決
算
報
告
は
全
員
承

認
、
４
年
度
の
活
動
計
画
案
、

予
算
案
、
役
員
選
出
案
は
全
員

賛
成
で
し
た
。

役
員
体
制
は
次
記
の
通
り
。

会　
　

長

渡
邉　
　

寛

副
会
長

佐
藤　
　

清

事
務
局
長

柴
田　
　

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査

増
田　
　

弘

同　
　
　
　

斉
藤
和
歌
子

議
案
書
送
付
に
合
わ
せ
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
要
望
・
意
見
、

並
び
に
コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
会
活

動
で
改
善
・
工
夫
し
た
こ
と
及

び
新
た
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

具
体
的
で
貴
重
な
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
会
活
動
に

つ
い
て
の
具
体
策
・
考
え
方
は

各
町
内
会
へ
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
い
の
里
連
協

令
和
４
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
地
区
単
位
町
内
会
長

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

総
会
は
今
年
度
も
書
面
議
決
で
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令
和
４
年
７
月
21
日
鴻
城
小

学
校
正
門
前
と
医
療
大
学
裏
の

通
路
に
新
し
く
「
横
断
歩
道
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
大
学
裏
の
通
路

に
は
30
㎞
の
速
度
規
制
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

近
年
、
鴻
城
小
学
校
周
辺
の

通
学
路
環
境
は
戸
建
て
住
宅
や

集
合
住
宅
な
ど
の
増
築
に
伴
い

走
行
車
両
の
増
加
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
通
学
児
童
の
安
全

確
保
の
た
め
関
係
機
関
に
状
況

多
年
に
わ
た
り
地
域
で
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
（
環
境
美
化
）

を
継
続
的
に
実
践
さ
れ
て
き
ま

し
た
の
で
、
令
和
３
年
度
の
表

彰
と
し
て
、
あ
い
の
里
高
等
支

援
学
校
が
選
ば
れ
、
去
る
令
和

４
年
６
月
22
日
に
あ
い
の
里
高

等
支
援
学
校
校
長
室
に
お
い
て

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
理
由
は
高
等
支
援
学
校

の
生
徒
た
ち
が
中
心
と
な
り
、

Ｊ
Ｒ
教
育
大
駅
、
Ｊ
Ｒ
公
園
駅

及
び
あ
い
の
里
公
園
の
駅
前
花

壇
の
植
栽
を
続
け
て
く
れ
ま
し

た
こ
と
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

(
Ｊ
Ｒ
教
育
大
駅
前
で
の
植
栽
風

景
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。)

本
来
は
、
総
会
に
て
表
彰
さ

れ
る
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
で
総
会

が
中
止
と
な
り
、
授
与
者
の
ク

リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進
協

議
会
木
村
会
長
か
ら
校
長
室
に

お
い
て
、
拓
北
・
あ
い
の
里
連

合
町
内
会
長
尾
会
長
並
び
に
札

幌
市
北
清
掃
事
務
所
河
原
所
長

他
２
名
の
同
席
を
得
て
、
ま
た

学
校
側
か
ら
は
校
長
先
生
、
教

頭
先
生
、
丸
橋
事
務
長
と
生
徒

代
表
２
名
が
出
席
さ
れ
た
中
で

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
生

徒
代
表
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
早

速
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
通
学
路
を
利
用

す
る
付
近
の
住
民
も
安
心
し
て

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

走
行
す
る
車
両
の
運
転
の
方

の
ご
協
力
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
何
も
で
き
な

い
中
で
も
、
災
害
は
い
つ

起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
防
災
訓
練
も
ま
ま
な

ら
な
い
中
、
マ
ン
シ
ョ
ン

特
有
の
問
題
（
停
電
時

は
、
水
を
屋
上
の
貯
水
タ

ン
ク
に
送
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
）
で
あ
る
水
問

題
解
決
の
た
め
、
独
自
の

方
法
で
給
水
を
行
う
方
法

を
見
い
だ
し
、
防
災
対
策

用
蛇
口
設
置
を
考
案
し
、

そ
の
設
置
作
業
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

飲
み
水
・
生
活
用
水
の
確
保

が
出
来
、
皆
さ
ん
と
り
あ
え
ず

一
安
心
の
様
子
。

コロナに負けない～町内会の取り組み紹介⑸ 鴻
城
小
学
校
通
学
路
に

「
横
断
歩
道
」
設
置
さ
れ
る

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
Ａ
ス
テ
ー
ジ
町
内
会
よ
り蛇口設置の様子 鴻城小学校前に設置された

横断歩道

北
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ

令
和
３
年
度
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
実
践
者
表
彰
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拓
北
編

☆
拓
北
地
域
か
ら
は
、
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
「
拓
北
い

き
い
き
公
園
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

☆
拓
北
３
条
１
丁
目
に
位
置

す
る
こ
の
公
園
は
、
春
の
桜

や
秋
の
紅
葉
な
ど
、
季
節
に

よ
っ
て
彩
り
を
か
え
、
近
く

の
保
育
園
児
の
よ
き
遊
び
場

で
あ
り
、
高
齢
者
を
は
じ
め

近
隣
住
民
の
散
策
や
語
ら
い

の
場
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。

☆
平
成
13
年
に
札
幌
市
管
理

の
公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
桜
の
植
樹
な
ど
年
々

整
備
が
な
さ
れ
、
今
で
は
、

拓
北
地
域
の
桜
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
、
５
月
初
旬
に
は

観
る
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

☆
公
園
近
く
に
居
住

す
る
拓
北
は
ま
な
す

町
内
会
の
安
藤
会
長

は
、
こ
の
季
節
に
な

る
と
、
「
今
、
桜
満

開
で
す
よ
。
と
て
も

き
れ
い
だ
か
ら
、
ぜ

ひ
見
に
来
る
と
い

い
で
す
よ
。
」
と
友

人
・
知
人
に
声
掛
け

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
ぜ
ひ
一
度
こ
の
公

園
を
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
公
園
や
拓

北
の
人
た
ち
が
温
か

く
迎
え
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

あ
い
の
里
編

札
幌
の
北
の
地
で
落
語
を

楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い

る
。
笑
生
易
鳥
（
シ
ョ
ウ
セ

イ
イ
ー
ス
カ
、
臼
井
明
夫

氏
）
さ
ん
を
初
め
と
し
た
地

域
の
数
名
の
方
々
が
町
内
会

敬
老
会
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

で
落
語
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
行
事
で
依
頼
を

し
た
ら
、
快
く
手
弁
当
状
態

で
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
臼
井
さ
ん
は

毎
月
第
３
土
曜
日
、
西
区
琴

似
の
「
こ
と
に
大
和
家
」
で

開
催
さ
れ
る
「
大
和
家
美
人

寄
席
」
に
も
出
演
さ
れ
て
い

ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
西
区

琴
似
に
足
を
運
ば
れ
て
は
い

か
が
で
す
か
？

【
鶍
（
イ
ス
カ
）
は
、
く
ち

ば
し
の
先
端
が
曲
が
っ
て
い
る

鳥
で
日
本

で
は
「
ひ

ね
く
れ
も

の
」、西
洋

で
は
「
幸

運
の
鳥
」

だ
そ
う
で

す
。
】

バ
レ
ト
ン
と
は
フ
イ
ッ
ト
ネ

ス
・
バ
レ
エ
・
ヨ
ガ
の
3
つ
の

要
素
を
含
ん
だ
一
連
の
動
作
を

流
れ
る
よ
う
に
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
で
動

き
続
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま

れ
の
有
酸
素
運
動
で
す
。
柔
軟

性
や
筋
持
久
力
と
い
っ
た
身
体

的
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
集
中
力

ア
ッ
プ
と
メ
ン
タ
ル
面
を
整

え
る
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
人
気
の

高
い
講
座
で
し
た
。
年
齢
層
の

広
い
10
名
の
受
講
者
全
員
が
初

体
験
で
初
日
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
集
ま
り
ま
し
た
が
、
気
さ

く
な
講
師
に
受
講
生
は
す
ぐ
に

打
ち
解
け
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン

は
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
合
間
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
色
々
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
休
み
な
く
続
け
、

楽
し
く
し
っ
か
り
と
汗
を
か
く

60
分
間
で
し
た
。
受
講
者
の
感

想
は
滝
汗
！
ス
ッ
キ
リ
！
気
分

爽
快
！
良
い
運
動
が
で
き
ま
し

た
！
な
ど
、
受
講
者
全
員
が
満

足
度
１
０
０
％
で
、
是
非
サ
ー

ク
ル
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

も
多
か
っ
た
で
す
。

近
年
、
韓
国
ド
ラ
マ
や
韓
国

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
な
ど
大
人

気
で
韓
流
ブ
ー
ム
が
再
燃
し
て

い
る
影
響
か
、
こ
の
「
楽
し
い

韓
国
語
講
座
入
門
編
」
は
、
申

込
受
付
開
始
当
日
の
朝
5
分
間

で
定
員
に
達
す
る
と
い
う
異
例

の
早
さ
を
記
録
し
、
人
気
の
高

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
韓
国
出

身
の
講
師
は
、
と
て
も
日
本
語

が
上
手
で
、
韓
国
の
歴
史
や
慣

習
、
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
成
り
立

ち
等
を
解
り
易
く
説
明
し
た
上

で
、
日
本
語
に
は
な
い
韓
国
語

の
発
音
を
練
習
す
る
な
ど
基
本

的
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

受
講
生
の
感
想
は
、
よ
り
韓

国
に
興
味
が
沸
い
た
、
面
白

か
っ
た
、
知
識
豊
富
な
講
師
の

話
し
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
等
、

満
足
度
の
高
い
講
座
で
し
た
。

バレトン講座の様子

地 域 探 訪 ① ～ 拓北・あいの里の「ひと・場所・コト」を訪ね、紹介するコーナー ～

＊
地
区
セ
ン
タ
ー
講
座
紹
介
＊

バ
レ
ト
ン
講
座

楽
し
い
韓
国
語
講
座
入
門
編
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☆
令
和
４
年
度
に
入
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
は
一
旦
沈
静
化
の

兆
候
を
見
せ
、
連
町
総
会
も
３

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
一
方
、
地
域
最

大
行
事
「
あ
い
あ
い
祭
」
「
拓

北
盆
ま
つ
り
」
が
３
年
続
け
て

中
止
と
な
る
な
ど
、
行
事
・
活

動
が
平
常
に
戻
る
の
は
も
う
少

し
先
と
な
り
そ
う
で
す
。

☆
さ
て
、
今
回
の
第
78
号
は
よ

り
親
し
み
の
あ
る
広
報
誌
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
フ
ル
カ
ラ
ー

で
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
御
批
正
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

☆
今
年
度
は
年
２
回
（
９
月
・

３
月
）
の
発
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
左
記
の
編
集
委
員
５

名
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
情

報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
広
報
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
編
集
委
員
■

三
谷

英
男
︵
広
報
部
長
︶

大
坂　
　

登

木
村　
　

聡

西
村

貴
正

吉
野

治
美

札
幌
市
で
は
、
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
家
庭

ご
み
の
多
分
別
収
集
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら
に
推
進
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ご
み
の

適
正
分
別
や
ご
み
排
出
マ
ナ
ー

を
生
活
に
定
着
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
拓

北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内
会
環

境
部
と
し
て
、
各
町
内
会
の
衛

生
推
進
員
又
は
環
境
部
長
を

対
象
と
し
た
勉
強
会
を
、
出
前

講
座
と
し
て
、
来
る
10
月
１
日

(

土
）
10
時
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー

に
て
「
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し

方
・
減
ら
し
方
」
の
説
明
を
北

清
掃
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、

「
出
前
講
座
」
で
更
な
る
周
知

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
出
前
講
座
終

了
後
、
地
区
セ
ン
タ
ー
横
の
駐

車
場
に
て
、
内
部
の
仕
組
み
が

見
え
る
ス
ケ
ル
ト
ン
型
ゴ
ミ
収

集
車
「
Ｇ
Ｏ
！
ミ
エ
ー
ル
号
」
の

派
遣
を
受
け
、
ゴ
ミ
収
集
車
の

見
学
や
模
擬
ご
み
の
積
み
込
み

体
験
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

是
非
、
参
加
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

連
合
町
内
会
で
は
札
幌
市
と

地
域
住
民
と
の
共
同
で
平
成
28

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
樹
林

維
持
管
理
計
画
で
、
様
々
な
施

業
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
更
に
計
画
を
進
め
、
検
証

す
る
た
め
、
今
年
度
は
「
施
業

地
を
観
察
す
る
見
学
ミ
ニ
ツ

ア
ー
（
樹
林
見
学
会
）
」
や
あ

い
の
里
西
公
園
周
辺
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
下
枝
払
い
等
、

コ
ロ
ナ
前
ま
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
伐
採
施
業
等
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
北
区
土
木
部
に
よ
る

施
業
予
定
地
と
し
て
今
年
度

は
、
あ
い
の
里
２
条
１
丁
目
・

３
条
１
丁
目
の
あ
い
の
里
緑

道
、
３
条
９
丁
目
の
ほ
か
３
条

１
丁
目
の
北
側
・
４
条
１
丁
目

（
２
号
緑
地
）
・
４
条
２
丁
目

（
あ
い
の
里
循
環
通
り
）
・
４

条
３
丁
目
・
３
条
３
丁
目
（
北

公
園
前
緑
道
）
・
大
藤
幼
稚
園

の
東
側
な
ど
６
か
所
の
施
業
場

所
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
、
地

区
セ
ン
タ
ー
で
北
区
土
木
部
か

施　業　前施　業　後

ら
の
説
明
を
受
け
た
後
、
徒
歩

に
て
施
業
予
定
地
を
順
次
見
て

回
る
予
定
で
す
。

よ
り
具
体
的
な
施
業
場
所
は

北
区
土
木
部
か
ら
の
「
あ
い
の

里
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ー
15
号
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
町
内
会
に
は
改

め
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
周
知

を
図
り
ま
す
。

（
昨
年
の
施
業
地
の
あ
い
の
里

３
条
５
丁
目
北
公
園
通
り
の

施
業
前
・
施
業
後
の
写
真
）

編

集

後

記

編

集

後

記

北
清
掃
事
務
所
に
よ
る

出
前
講
座
を
実
施
‼

あ
い
の
里
の
樹
木
を
安
全
・

　
　
　
　
　

安
心
な
も
の
に

　
　
　

環
境
部

（
樹
木
検
討
委
員
会
）




